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この時間のねらい

• 分野ごとの現場に合わせたカリキュラムの作成方法について
検討することができる

• 現場に合わせたカリキュラム作成に関する困難点・課題と
その対応についておおまかに理解することができる。

©令和５年度文化庁日本語教育大会オンラインワークショップ（伊藤）



2コマ目（後半）
【生活分野：子育てをする保護者】

3コマ目
それぞれの分野ごとに、具体的なカリキュラム
デザインの方法を考える
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この時間にあるグループワーク

① 学習者像（プロファイル）の設定

② コース全体の目標

③ ユニット1つ分の目標Can do（現場Can do）を考える
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国際交流基金（2006）『日本語教師の役割／コース
デザイン』ひつじ書房, p.8

コースデザイン
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国際交流基金（2006）『日本語教師の役割／コース
デザイン』ひつじ書房, p.8

コースデザイン

©令和５年度文化庁日本語教育大会オンラインワークショップ（伊藤）



コースデザインを振り返る

• コースデザインを行う上で重要になる視点(考え方)

① 日本語学習者が社会の中で取り組まなければならない言語的な
課題は何か?

② そのために必要な日本語でのコミュニケーションは何か?
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●今すぐできるようになりたい言語課題は何か。
・子育てに関する情報（乳幼児健診や予防接種など）を理解できる
・わからないことについて周囲に質問できる
・育児に関する困りごとについて周囲に支援を求めることができる

●将来必要となる言語課題は何か。
・他の保護者と良好な人間関係を築く
・園や学校の教員と子どもについて意見を交換することができる

●どのような言語使用者を育成するのか。
・社会から孤立することなく、自国で子育てをするのと同様に、
地域社会の中で他者との関わりを持ちながら
自分らしい子育てをする

（１）学習目標を設定する

【目標とする現実社会の具体的な言語課題の設定】

プロファイル
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1）調査・分析

•学校（教育機関）、教師、学習者の3つの要素について把握する

•学習者については、日本語学習に関するニーズ調査やレディネス調査

•学習者が目標とする日本語がどのようなものかを把握するために、
現場の目標言語を調べる
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コースの目標設定

• 「日本語教育の参照枠Can do」

• 「資料4：３分野ごとの言語活動の目標」

現在のコースが目標としているレベルを確認

各授業の目標を設定
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（１） ①コース目標の設定

【言語活動別の熟達度（自己評価表）】 【３分野ごとの言語活動別の目標】

コース目標：
子育ての場面で自分に直接的な関係がある、よく使われる語
彙や表現が理解できる。子育てをする中で身近で日常の事
柄についての情報交換に応じることができる。（A2）

言語行動共通Cando

受容Cando 産出Cando

関崎先生 ２コマ目スライド
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バックワード・デザイン（逆向き設計）

（１）学習目標を設定する

（２）学習目標を達成したことを測る

効果的な評価方法を決める

（３）学習目標が達成できるようになるための

授業内容や方法を考えて

カリキュラム全体を設計する

関崎先生 ２コマ目スライド
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国際交流基金（2006）『日本語教師の役割／コース
デザイン』ひつじ書房, p.8

コースデザイン
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2）計画

• ニーズ調査などの分析を踏まえて、教える内容（シラバス）を決定

• 「いつ」「どのように」教えるかを計画するカリキュラムデザインを行う

• カリキュラムデザインでは、コースの目的、到達目標、学習項目、各回
の学習時間とスケジュール、教え方、教材・教具、教室活動、評価の方
法などを決定
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各授業の目標を設定（シラバスデザイン）
• 「日本語教育の参照枠Can do」は、五つの言語活動別に、多様な言語使用場面（カテゴリー）
とともに例示

• コースの目標レベルや学習目的などを考慮して、参照枠のCan doを参照して単元や授業の
学習目標を作成

• 例： 「自己紹介」

• 学習者が現実のどのような場面で自己紹介をすることが必要なのか

• 「日本語教育の参照枠」のCan do、「話すこと（やりとり）」の中の（4）A1【会話】のカテゴリー
「紹介や基本的な挨拶、いとまごいの表現を使うことができる。」

• 学習者にも伝わるように「近所の人に自分のことを紹介したり、挨拶やお別れの言葉を表現を
使って関係を維持することができる」と書き換え

• 各課の最終目標としてコミュニケーション活動を考え、Can doで学習目標のリストを作成
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【シラバスデザイン】

コース名： 子育ての日本語

対象者 ： 乳幼児を育てる保護者

コースの目標：

子育ての場面で自分に直接的な関
係がある、よく使われる語彙や表現
が理解できる。子育てをする中で身
近で日常の事柄についての情報交
換に応じることができる。（A2）

ユニット１ 乳児検診を受けよう

ユニット２ 児童館に行こう

ユニット３ 公園に行こう

ユニット４ 子育てイベントに参加しよう

ユニット５ 入園面接

ユニット６ 子どもの病気

ユニット７ 保育園／幼稚園の生活

ユニット８ 保育園／幼稚園の行事

ユニット９ 園の先生と話そう

ユニット１０ 他のお母さんお父さんと話そう

シラバス：

「生活Cando」は生活上の行為（状況・場面・
行為）が具体的に示されているため、シラバス
設計にも役立つ

（１） ②各ユニット・各授業の学習目標の設定

©令和５年度文化庁日本語教育大会オンラインワークショップ（伊藤）



【シラバスデザイン】

コース名： 子育ての日本語

対象者 ： 乳幼児を育てる保護者

コースの目標：

子育ての場面で自分に直接的な関
係がある、よく使われる語彙や表現
が理解できる。子育てをする中で身
近で日常の事柄についての情報交
換に応じることができる。（A2）

ユニット１ 乳児検診を受けよう

ユニット２ 児童館に行こう

ユニット３ 公園に行こう

ユニット４ 子育てイベントに参加しよう

ユニット５ 入園面接

ユニット６ 子どもの病気

ユニット７ 保育園／幼稚園の生活

ユニット８ 保育園／幼稚園の行事

ユニット９ 園の先生と話そう

ユニット１０ 他のお母さんお父さんと話そう

シラバス：

「生活Cando」は生活上の行為（状況・場面・
行為）が具体的に示されているため、シラバス
設計にも役立つ

（１） ②各ユニット・各授業の学習目標の設定
関崎先生 ２コマ目スライド

留学分野・就労分野は、
留学／就労の上で「具体的な言語的課題は何か」を

コース目標から分割・具体的にしていく
（参照枠はあくまで「参照」 目の前の人を大切に）
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ユニット１ 乳児検診を受けよう

ユニット２ 児童館に行こう

ユニット３ 公園に行こう

ユニット４ 子育てイベントに参加しよう

ユニット５ 入園面接

ユニット６ 子どもの病気

ユニット７ 保育園／幼稚園の生活

ユニット８ 保育園／幼稚園の行事

ユニット９ 園の先生と話そう

ユニット１０他のお母さんお父さんと話そう

授業①
（４５分～）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園の
先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な説明
や指示を聞いて、理解することができる
（生活Cando ２９０）【聞く】

授業②
（４５分～）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを読
んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該当ク
ラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)【読む】

授業③
（４５分～）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの該
当する箇所）に、子供の体調について心配なことや、
お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単な文で書
くことができる （生活Cando 28６）【書く】

授業④
（４５分～）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取っている
かなどについて、友人に質問したり、答えたりすること
ができる （生活Cando ２３２）【話す（やり取り）】

ユニット６： 子どもの病気

ユニット６の学習目標：子どもが病気になったとき、保育園や

幼稚園と必要なやり取りをすることができる（A2）

（１） ②各ユニット・各授業の学習目標の設定
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特に留学分野・就労分野は
参照枠Can doから具体化
していく必要がある
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ユニット６： 子どもの病気
【課題達成に必要な語彙・文型・コミュニケーション能力の検討】

授業①
（４５分）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園
の先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な
説明や指示を聞いて、理解することができる（生活
Cando ２９０）

授業②
（４５分）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを
読んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該
当クラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)

授業③
（４５分）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの
該当する箇所）に、子供の体調について心配なこ
とや、お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単
な文で書くことができる（生活Cando 28６）

授業④
（４５分）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取って
いるかなどについて、友人に質問したり、答えたり
することができる（生活Cando ２３２）

語彙：
発熱 〇度 お熱がある お熱が出た 顔色が悪い
腹痛 お腹が痛い ぐったりしている 食欲がない
保健室 横になっている お迎え
徒歩 自転車 車で 受診

文型：
熱が３７．５度ありますので、お迎えに来ていただけ
ますか？
何時ごろ 来ていただけますか？
どなたが いらっしゃいますか？
熱が続くようなら、受診をお願いします

方略（ストラテジー）：
・相手の言うことが分からないとき
・指示内容を確認するとき

（３）授業内容や方法を考える
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グループワーク
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グループワークの流れ

①各分野ごとにブレイクアウトルームに分かれる
↓

②ブレイクアウトルームでグループワークに取り組む
生活：関崎 留学：松井 就労：佐藤
↓

③メインルームに戻る
↓

④全体で共有
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各分野ごとに取り組む内容

① 学習者像（プロファイル）の設定→ポイント
（今回はメンバー間で架空の学習者を設定）
↓

② コース全体の目標→ポイント
（今回は１ユニット＝１コマ４５分×４コマを１０ユニット＝計４０コマを想定）
↓

③ ユニット1つ分の目標Can do（現場Can do）を考える→ポイント
↓

④ （Can do を達成するための語彙や表現などを選ぶ）

話し合った内容は
共有されたワークシートに記入
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それでは、ワーク開始です。
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ワークシート紹介（各分野 3分）

• 自分たちの分野と同じところ、違うところはどこでしょうか。

• その分野らしさはどんな点でしょうか。

Q&Aの時間はあとで取るので、まずはじっくり聞いてみてください。

©令和５年度文化庁日本語教育大会オンラインワークショップ（伊藤）



計画を立てたあとは、【実施・評価】

国際交流基金（2006）『日本語教師の役割／コース
デザイン』ひつじ書房, p.8
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3）実施・評価

• 計画段階で考えたことに基づいて日本語教育を実施

• コースが開始する前の段階でプレースメント・テストを行い、日本語の習熟
度を把握しクラス分けに反映させることもある

• コース開始後は、クラスのサイズや諸条件の下で具体的な指導や練習な
どの活動を行う

• コースの途中または終了時には、学習目標の達成を確認するためにテスト
やその他の評価を行う

• 一連のコースの実施結果をもとに分析・点検を行い、次のコースの改善を
行う
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アセスメント（タスクや評価の用意）

•学習目標が決まったら、目標の達成状況を確かめるためのタスクや
評価基準を用意

• ２コマ目では、パフォーマンス課題として「ロールプレイ」と「メモを書く
/スマホアプリに書く」の例を紹介（２コマ目スライド）

•形成的評価として行う場合は、カリキュラムの内容を着実に身に付け
ているのか、学習成果や習得状況を知るために行う

•統括的評価として行う場合は、コース全体の教育と学習の成果を確
認する（期末試験や修了試験が該当）
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【評価基準の検討】・・・どのような観点で評価するのか？

①子供の体調不良による、保育園や幼稚園の先生
からの電話によるお迎えを要請する簡単な指示を理
解することができる（A2聞く）

→上記活動Candoのほか、方略Candoも

評価の観点となる

②保育園や幼稚園などの連絡帳に、子供の体調で
心配なことについて、短い簡単な文で書くことができ
る（A2書く）

→上記活動Candoのほか、能力Candoも

評価の観点となる

（２）評価方法を考える

パフォーマンスの質的側面も
評価の観点に取り入れることが大切
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【評価タスク】
ユニット６ 「子どもの 病気」

タスク① ロールプレイ
子どもが 通っている 園の先生から
電話が かかってきました。
先生と 話してください。

タスク② 書く／スマホアプリに入力
する
子どもは 昨日まで 風邪で 欠席し
ていました。
今日の 体調の 心配なことについて
先生にメモを書いてください。

ユニット６ Candoチェック（できましたか？）

□に【×できなかった △もう少し 〇できた ◎よくできた】を書きましょう

タスク①

園の先生から電話がかかってきた時

簡単な指示を理解することができましたか？

タスク②

子供の体調の心配な点について、園の先生に

短い簡単な文でメモを書くことができましたか？

自己評価の例
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自己評価の例 ルーブリック評価の例

パフォーマンス評価：プレゼンテーション
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国際交流基金（2006）『日本語教師の役割／コース
デザイン』ひつじ書房, p.8

コースデザインに終わりはない
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最後に頭を切り替えて・・・
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この際だから、聞いてみよう

•本日の1〜3コマを通して、モヤモヤは残っていませんか。

• それぞれがイメージすべきは自分の現場
「これってどうなの？ こういう時はどうすればいいの？」 は当たり前

•困難点、疑問点、課題をみんなで共有して、対応策を考えてみましょう。

•正解ではなく、最適解を見つけましょう。
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